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　北海道付近は、８日から10日にかけて前線がゆっ
くり南下し、前線に向かって暖かく湿った空気が流
入したため、大気の状態が非常に不安定となった。
渡島・檜山地方では、７日から断続的に降り続いた
雨が、８日夜には所により猛烈な雨となり、１時間
降水量の最大値が函館空港（高松）で81.5ミリ、函
館市美原（函館）で64.0ミリと観測史上１位の値を
更新するなど、渡島地方を中心に総降水量が100ミ
リを超える大雨となった（令和４年８月10日　函館
地方気象台発表）。
　当院多田内科医院は、湯の川に位置し、函館空港
からは直線距離で約２キロの場所にあります。令和
４年８月８日の集中豪雨により、大きな被害を受け
ました。護岸工事中の近隣河川の氾濫が原因でし
た。「北海道が管轄している河川」が氾濫し、「函館
市が管理している道路」から大量の土砂が「私有地
のクリニックの敷地内」に流れ込みました。土砂侵
入の翌日に、敷地内と道路の土砂についての対応を
函館市に求めましたが、氾濫したのは北海道の河川
なので、北海道の管轄であると。しかし、北海道か
らは、函館市に相談するようにと。結局、ほぼ自力
での作業ということになりました。後日の確認で、
このようなケースは「市町村の対応が原則」になる
とのこと。ただし、私有地内の流入した土砂には、
市町村も、道も対応できないとのことでした。
　被災した際に大事なこと、それはとにかく被災した
時点で、写真をたくさん撮ることと思います。漂流物
による、怪我、感染などの二次被害に注意して、どこ
まで水が上がったのか、どの範囲まで影響を受けたの
かといった、被害状況の記録をすることは重要です。
動画撮影も有益です。スマートフォンで録る場合には、
是非画面を横にして撮影してください。（後日談です
が、この方がテレビ映えするので、マスメディア取材
の際に横長映像をリクエストされることがあります）
　さてどのような被害が火災保険の支払い対象になる
かご存じでしょうか。現時点（2023年６月）では、多
くの保険会社における補償の対象となるのは、①床上
浸水（建物内のフローリングや畳など床を超える浸水
のこと）、②地盤面（建物の高さを測るための基準面
をいい、家の基礎の最も低い部分のこと）から45cm
を超えて浸水した場合、③「保険の対象に再取得価額
の30％以上の損害が生じたとき」となっています。つ
まり、床下浸水だけでは補償の対象にならないのです。
ただし、浸水の深さで対象となることがあるというこ
とになります。いったん支払われた保険金の使い道に
ついては、契約者の判断で自由に使うことができてい
ましたが、保険商品の規約改定により、保険会社の支
払要件に「修理・復旧をすること」が必須となる方針
となるようです。ぜひ、一度契約している保険会社へ
のご確認をおすすめします。
　罹災証明書についてですが、メリットはないと判

断し、申請しませんでした。今回の被災に関して、
函館市からの見舞金は、住宅被害（全壊、半壊、床
上浸水）、死亡の場合に支給されるため、対象には
なりませんでした。見舞金の対象となる場合には罹
災証明書が必要とのことです。また、道路から流入
した土砂を洗い流すために、高圧洗浄機を購入し清
掃を行いましたが、水道料金、電気料金の減免もあ
りませんでした。
　幸い、クリニック自体は床上浸水することはありま
せんでしたが、被災１か月前にレントゲン装置を入れ
替えたばかりのレントゲン装置室で床下のピットへの
浸水があり、漏電、故障の危険性がありました。異常
にすぐ気づき、電源を落としたことで、幸い故障はし
ませんでしたが、点検結果ではそのまま使っていたら
壊れていた可能性があったと指摘されました。
　各市町村にハザードマップが整備されているかと思
います。【津波】、【洪水】、【土砂災害】、【地震】によ
る想定被害を確認することができますのでぜひご確認
ください。現在、当院は以前より計画していたクリニ
ック建て替え工事を行っています。設計段階での被災
であったことから、建築士と被害状況を確認のうえ、
基礎工事計画の変更など、防災計画を見直しました。
　備えとしては、災害に備え、減災のために何がで
きるか一度考えていただくことがやはり重要かと思
います。びん、缶廃棄用の大判透明ビニール袋で水
嚢が作れます。水嚢の隙間を埋めるタオルもぜひ準
備してください。水嚢はトイレの大便器内からの逆
流の防止にも役立ちます。使用できます。
　最後に謝辞を。水害に対応してくれた理事長である
父と、市内から駆けつけてくれた弟。片付けの手伝い
に来ていただいた名美興業の方。またご支援いただい
た三和印刷様、北海道保険医会様。支援のきっかけと
なる報道をしていただいたUHB、STV、HBC、北海
道新聞社の記者の方々。最後に、何より復旧に尽力し
てくれた当院スタッフに感謝の意を表します。
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